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伝統工芸の発展への提言
―― 輪島市における漆工芸を中心として ――
How can Japanese Urushi Art Survive? :




It is already known that Japanese traditional handcrafts are almost declining. In this article it is 





　日本工芸会が文化庁・NHK・朝日新聞社と共同で主催する「日本伝統工芸展」が 2016 年 9 月 21


































　そのような努力を重ねながらも、漆器産業全体の製造品出荷額等は、1990 年の約 539 億円をピー
クとして 2001 年には約 202 億円に減少しており、この傾向は現在でも続いている。＊ 3　一部の産
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　事業所数においては、平成 2年の 878 事業所から平成 27 年度では 518 事業所へと 41 パーセント
減となっている。従業員数から見ると、同じく平成 2年の 2893 人から平成 27 年の 1378 人へと、
52 パーセントもの減員となっている。しかも平成 27 年の数値には、現実にはすでに事業に従事し
ていない技術者も含まれているので、実際はさらに減員が進んでいる。生産額を見ると、バブル期
が終焉を迎えた平成 3年では 180 億円の数値を示しているが、平成 27 年では 42 億円となっており、
しかもこれはNHKの連続テレビ小説「まれ」による能登ブームの押し上げ効果によるもので、そ
の前年 26 年度は 39 億円であった。実に 77 パーセント減ということになる。この数値がいかに悲
惨なものであるかを、数値の上だけで見てみると、平成 2年においては、事業所当たりの平均生産
額が 2052 万円であったものが、平成 27 年では 810 万円、従業員当たりでは、平成 2年においては
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　まず目に付くのは従来からある什器、酒器の類の物である。
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4．課題と展開―結論にかえて
　伝統工芸の将来の発展のためにはどのような製品を目指すべきかについては、既に別稿で述べ
た。＊ 8　すなわち相当の収入を見込めるような、世界マーケットに通用する高級消費財を目指すこ
とである。そこでそのような製品を作り出すための工夫を述べてみたい。
　上述のような高級消費財をある程度のロットで量産するためには、個人限りでは難しい。そのよ
うな製品を生み出せる職人は、最上級の技術を持たなければならない。高級消費財には最高の技術
が施されていなければならない。新興工業国が模倣できない技術が必要である。第二には芸術的感
性が必要である。いかに技術的に優れていようが、意匠が凡庸では世界では求められない。ヨーロッ
パ人の購買意欲をそそるデザイン力が必要である。そして最後に、世界でのニーズをつかむ能力で
ある。世界的に流通する品物は、まずヨーロッパで認められなければならない。ヨーロッパで受け
入れられれば、アメリカでも売れる。そしてアメリカで売れるものはアラブ世界や中国、東南アジ
アで求められるようになる。ヨーロッパに受け入れられる、あるいはヨーロッパ人が欲しがる製品
を企画できる能力である。この三点が必須である。
　しかしながら一人の人物がこれらをすべて持っていることは殆どありえない。どれか一つの能力
があればそれで十分通用するのである。三つも持てない。そこでチームワークが必要となる。三つ
の能力のそれぞれを持っている者たちが協力して一つの製品を作るのである。そのために提唱した
いのは、かつて日本で盛んに行われた「工房」による生産である。一つの事業体にそれぞれの能力
を持つ人員を集めて工房の製品として生産することである。輪島における「貝桶プロジェクト」は
この工房方式の極致であると思われる。もちろん貝桶のようなビッグプロジェクトは常時行われる
ものではない。最高の技術者たちが一つの作品を生み出すために無名の職人として協力することに
おいては、工房作品と共通するものである。そして工房における技術の伝承の方式として「工藝立
舎」での実践が生かされるであろう。
　日本の伝統工芸が個人プレーで成り立って行ける時代は終わっているように思われる。根本的な
転換が図られなければならない。伝統工芸展に見るような個人の力量に視点を置いた育成方式はま
さに動物園で種の保全を図るようなやり方で、種の絶滅に力を貸しているようにしか見えない。
以下は輪島塗製品の図版出典である。（URLは原稿執筆時のものである）
図 1　可ナル舎　http://kanarusha.com/online/sk0005.html
図 2　輪島塗太郎　http://wajimanuri.biz/products/detail.php?product_id=474
図 3　美器穂留都　http://www.wajimanuri.jp/i/1556
図 4　美器穂留都　http://store.shopping.yahoo.co.jp/miki-holz/7091.html
図 5　輪島塗太郎　http://wajimanuri.biz/products/detail.php?product_id=1072
図 6　輪島塗太郎　http://www.wajimanuri.jp/ca/chadougu
図 7　輪島塗漆器…稲忠　http://www.inachu.jp/Jewelbeetle.html
図 8　輪島塗太郎　http://wajimanuri.biz/products/detail.php?product_id=1074
図 9　輪島屋　http://photozou.jp/photo/show/153068/18195544
図 10…輪島塗太郎　http://wajimanuri.biz/products/detail.php?product_id=959
図 11…輪島塗太郎　http://wajimanuri.biz/products/detail.php?product_id=1006
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図 12…美器穂留都　http://www.wajimanuri.jp/i/3131
図 13…美器穂留都　http://www.wajimanuri.jp/i/1964
図 14…大徹　http://w2232.nsk.ne.jp/~daitetsu/
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